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令和７年第１回士別市議会定例会会議録（第５号） 

 

令和７年３月１４日（金曜日） 

　　午前１０時００分開議 

　　午前１０時２５分閉会 

　　────────────────────────────────────────────────── 

本日の会議事件 

　開議宣告 

　諸般の報告 

　日程第　１　報告第　　４号　監査結果の報告について 

　日程第　２　議案第　４０号　損害賠償の額を定め和解することについて 

　日程第　３　議案第　４１号　令和６年度士別市一般会計補正予算（第１２号） 

　　　　　　　議案第　４３号　令和６年度士別市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

　　　　　　　議案第　４４号　令和６年度士別市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

　日程第　４　議案第　４２号　令和６年度士別市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第　５　議案第　４５号　令和６年度士別市病院事業会計補正予算（第９号） 

日程第　６　議案第　　５号　令和７年度士別市一般会計予算 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　　６号　令和７年度士別市国民健康保険事業特別会計予算 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　　７号　令和７年度士別市後期高齢者医療特別会計予算 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　　８号　令和７年度士別市介護保険事業特別会計予算 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　　９号　令和７年度士別市水道事業会計予算 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１０号　令和７年度士別市下水道事業会計予算 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１１号　令和７年度士別市病院事業会計予算 

（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１２号　士別市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１３号　士別市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 
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　　　　　　　議案第　１４号　士別市立学校設置条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１５号　士別市地域保育所条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１６号　士別市羊と雲の丘観光施設条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１７号　士別市めん羊工芸館条例の一部を改正する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１８号　士別市朝日農業活性化センター条例を廃止する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　１９号　士別市温根別多目的研修集会施設条例を廃止する条例について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　２０号　士別市日向保養センターの指定管理者の指定について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

　　　　　　　議案第　２１号　あさひサンライズホールの指定管理者の指定について 

　　　　　　　　　　　　　　　（予算決算常任委員長結果報告） 

日程第　７　報告第　　５号　文教厚生常任委員会の所管事務調査の報告について 

日程第　８　意見書案第１号　食料安全保障の強化に向けた次期基本計画及び酪肉近の改訂を求

める意見書について 

　閉会宣告 

　　────────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１３名） 

　副議長　　１番　　村　上　緑　一　君　　　　　　　　　２番　　石　川　陽　介　君 

　　　　　　３番　　湊　　　祐　介　君　　　　　　　　　４番　　中　山　義　隆　君 

　　　　　　５番　　加　納　由美子　君　　　　　　　　　６番　　奥　山　かおり　君 

　　　　　　７番　　西　川　　　剛　君　　　　　　　　　８番　　佐　藤　　　正　君 

　　　　　　９番　　真　保　　　誠　君　　　　　　　　１０番　　喜　多　武　彦　君 

　　　　　１２番　　大　西　　　陽　君　　　　　　　　１３番　　十　河　剛　志　君 

議　長　１５番　　山　居　忠　彰　君 

　　────────────────────────────────────────────────── 

出席説明員 

 
市 長 渡　辺　英　次　君 副 市 長 法　邑　和　浩　君

 
総 務 部 長 大　橋　雅　民　君 市 民 部 長 丸　　　徹　也　君

 
健康福祉部長 東　川　晃　宏　君 経 済 部 長 坂　本　英　樹　君
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　　　　　　　　　　─────────────────────────── 

　　　　　　　　　　─────────────────────────── 

　　　　　　　　　　─────────────────────────── 

　　　　　　　　　　─────────────────────────── 

　　────────────────────────────────────────────────── 

事務局出席者 

　　─────────────────────────────────────────────────

 
建設環境部長 藪　中　晃　宏　君 財 政 課 長 佐　藤　寛　之　君

 
教 育 委 員 会 
教 育 長

泉　山　浩　幸　君
教 育 委 員 会 
生涯学習部長

三　上　正　洋　君

 
市 立 病 院 
副 管 理 者

中　舘　佳　嗣　君 市 立 病 院 
経営管理部長

池　田　　　亨　君

 
農 業 委 員 会 
会 長

上　野　浩　二　君
農 業 委 員 会 
事 務 局 長

林　　　秀　忠　君

 
監 査 委 員 浅　利　知　充　君

監 査 委 員 
事 務 局 長 四ツ辻　秀　和　君

 
議会事務局長 岡　崎　忠　幸　君 議 会 事 務 局 

総 務 課 長
須　藤　友　章　君

 議 会 事 務 局 
総 務 課 主 査

中　井　聖　子　君
議 会 事 務 局 
総務課主任主事

清　水　健　正　君
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（午前１０時００分開議） 

○議長（山居忠彰君）　ただいまの出席議員は全員であります。 

　　　これより、本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　ここで事務局長から諸般の報告をいたします。 

○議会事務局長（岡崎忠幸君）　御報告申し上げます。 

　　　本日の議事日程及び諸報告については、配信のとおりでありますので、朗読を省略いたしま

す。 

　　　以上で報告を終わります。 

──────────────────────────────────────── 

（朗読を経ないが掲載する） 

１．市長から送付された議案は次のとおりである。 

議案第40号　損害賠償の額を定め和解することについて 

議案第41号　令和６年度士別市一般会計補正予算(第12号) 

議案第42号　令和６年度士別市国民健康保険事業特別会計補正予算(第４号) 

議案第43号　令和６年度士別市後期高齢者医療特別会計補正予算(第１号) 

議案第44号　令和６年度士別市介護保険事業特別会計補正予算(第４号) 

議案第45号　令和６年度士別市病院事業会計補正予算(第９号) 

２．監査委員から送付された報告は次のとおりである。 

令和６年度士別市監査結果報告 

３．常任委員会から送付された審査経過及び結果の報告は次のとおりである。 

議案第５号　令和７年度士別市一般会計予算 

議案第６号　令和７年度士別市国民健康保険事業特別会計予算 

議案第７号　令和７年度士別市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第８号　令和７年度士別市介護保険事業特別会計予算 

議案第９号　令和７年度士別市水道事業会計予算 

議案第10号　令和７年度士別市下水道事業会計予算 

議案第11号　令和７年度士別市病院事業会計予算 

議案第12号　士別市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例について 

議案第13号　士別市手数料徴収条例の一部を改正する条例について 

議案第14号　士別市立学校設置条例の一部を改正する条例について 

議案第15号　士別市地域保育所条例の一部を改正する条例について 

議案第16号　士別市羊と雲の丘観光施設条例の一部を改正する条例について 

議案第17号　士別市めん羊工芸館条例の一部を改正する条例について 
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議案第18号　士別市朝日農業活性化センター条例を廃止する条例について 

議案第19号　士別市温根別多目的研修集会施設条例を廃止する条例について 

議案第20号　士別市日向保養センターの指定管理者の指定について 

議案第21号　あさひサンライズホールの指定管理者の指定について 

報告第５号　文教厚生常任委員会の所管事務調査の報告について 

４．議会運営委員会から送付された議案は次のとおりである。 

意見書案第１号　食料安全保障の強化に向けた次期基本計画及び酪肉近の改訂を求める意見

書について 

以上報告する。 

 令和７年３月14日士別市議会議長 山 居 忠 彰 

──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより議事に入ります。 

　　　日程第１、報告第４号　監査結果の報告についてを議題に供します。 

　　　監査委員の説明を求めます。浅利監査委員。 

○監査委員（浅利知充君）（登壇）　ただいま議題となりました報告第４号　監査結果の報告につ

いて御説明申し上げます。 

　　　令和６年度の定期監査については、市長部局、教育委員会生涯学習部、議会事務局、選挙管

理委員会事務局、農業委員会事務局、会計管理局及び市立病院経営管理部が令和５年10月１日

から令和６年９月30日までに行った契約事務と補助金交付事務のうち、契約事務26件、補助金

交付事務19件を抽出し監査いたしました。 

　　　また、令和６年４月１日から９月30日までに取得、廃棄及び管理換えのあった重要物品44点

を対象として重要物品管理事務の監査を実施しました。 

　　　さらに、行政監査として審議会等の設置・運営状況についてを監査するとともに、財政援助

団体等に関する監査として、補助金交付団体２団体、公の施設の指定管理者２団体に対する令

和５年度の執行状況について、地方自治法第199条第２項第４項及び第７項の規定により、そ

れぞれ実施いたしました。 

　　　監査の期間、方法、結果等につきましては報告書に記載のとおりです。 

　　　以上申し上げ、監査結果の報告といたします。　（降壇） 

○議長（山居忠彰君）　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御発言がなければ、以上で報告を終わることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、報告第４号は報告を終わることにいたします。 
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　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第２、議案第40号　損害賠償の額を定め和解することについて

を議題に供します。 

　　　提案者の説明を求めます。中舘病院事業副管理者。 

○病院事業副管理者（中舘佳嗣君）（登壇）　ただいま議題となりました議案第40号　損害賠償の

額を定め和解することについて、その概要を御説明申し上げます。 

　　　本件は、昨年、80代女性患者が士別市立病院救急外来を受診した際、医師が画像所見を見落

としたことにより、誤った診断及び医療処置を行ったことに対して、損害賠償を行おうとする

ものです。 

　　　患者さんは残念ながらその後亡くなられましたが、本件との相当因果関係は認められないこ

とも併せて、患者遺族との協議が調ったため、損害賠償の額を定め和解することについて、地

方自治法第96条第１項第12号及び第13号の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。 

　　　なお、この損害賠償金については、本定例会において病院事業会計の補正予算を上程し、医

師賠償責任保険から全額補填されるものです。 

　　　よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。　（降壇） 

○議長（山居忠彰君）　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより採決に入ります。 

　　　本案については、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第40号は原案のとおり可決されました。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第３、議案第41号　令和６年度士別市一般会計補正予算（第12

号）、議案第43号　令和６年度士別市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）及び議案第

44号　令和６年度士別市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）、以上３案件を一括議題に

供します。 

　　　提案者の説明を求めます。法邑副市長。 

○副市長（法邑和浩君）（登壇）　ただいま議題となりました議案第41号　令和６年度士別市一般

会計補正予算（第12号）、議案第43号　令和６年度士別市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）及び議案第44号　令和６年度士別市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につ

いて、関連がありますので、一括してその概要を御説明申し上げます。 

　　　本補正は、各種基金への積立金などの予算措置を要するもののほか、年度末の予算整理に伴

うもので、以下、その主な内容について御説明いたします。 
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　　　初めに、一般会計歳入歳出予算のうち歳出に追加する総務費についてです。 

　　　一般管理事業費では、産休代替え等会計年度任用職員の雇用期間減に伴い370万円を減じた

一方で、令和５年度物価高騰重点支援地方創生臨時交付金活用事業である物価高騰に伴う住民

税非課税世帯給付事業の事務費精算に伴う返還金360万5,000円を計上しました。 

　　　財政調整基金等管理費では、令和６年度普通交付税の再算定による追加交付分を減債基金へ

の積立金として、また、指定寄附金や企業版ふるさと納税などの基金への積立金として、

5,516万9,000円を追加計上しました。まちの地域力推進事業費では、株式会社アガルートから

の企業版ふるさと納税10万円を財源振替しました。 

　　　次に民生費です。 

　　　権利擁護支援業務委託事業費では、北海道から成年後見制度利用促進に関する補助金の内示

があったことから150万円を財源振替しました。 

　　　生活困窮者自立支援事業費では、令和５年度の国庫負担金精算に伴う返還金59万4,000円を

計上しました。 

　　　生活保護扶助事業費では、生活扶助費及び医療扶助費9,000万円を減じた一方で、令和５年

度の国庫負担金精算に伴う返還金3,669万2,000円を計上しました。 

　　　次に衛生費です。 

　　　病院事業会計補助金では、過疎債のソフト分充当予定事業の予算執行状況から財源振替を行

うものです。 

　　　母子保健事業費では、北海道から補助金の内示があったことから７万9,000円を財源振替し

ました。 

　　　次に農林水産業費です。 

　　　農業農村担い手支援事業費では、270万円を減額するとともに、ホクレン農業協同組合連合

会からの企業版ふるさと納税100万円を財源振替するものです。 

　　　次に商工費です。 

　　　羊と雲の丘観光施設管理運営事業費では、指定管理者が実施した修繕のうち、給水ポンプユ

ニットなど市が負担すべき経費について、管理運営上のリスク分担に基づき精算するため、指

定管理料として、448万円を追加計上しました。 

　　　次に教育費です。 

　　　市民スポーツ振興事業費では、株式会社アイ・ディー・エフほか３社からの企業版ふるさと

納税90万円を財源振替しました。 

　　　次に公債費です。 

　　　起債償還利子では、金利上昇に伴う利払費として250万円を追加計上しました。 

　　　一方、年度末における予算の整理に伴う減額として、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判

官国民審査執行費など今年度の事業費が確定したものや市道整備事業費など実施事業の入札に

より生じた執行残を減額するもののほか、予算の執行状況から、不用額が見込まれる事業につ
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いて、減額したところです。 

　　　これらの結果、一般会計の歳出については、１億304万円を追加する一方で、６億4,807万

7,000円を減額し、差引５億4,503万7,000円の減額計上となりました。 

　　　次に、歳入においては、今年度の交付額が確定した普通交付税を増額し、国・道支出金及び

地方債などの特定財源については、歳出との関連からそれぞれ所要の措置を行うものであり、

財政調整基金の一般財源をもって、収支の均衡を図った次第です。 

　　　次に、地方債の補正については、歳出予算との関連から、借入限度額の変更が必要となる事

業について、所要の措置を講ずるものです。 

　　　次に、特別会計についてです。 

　　　初めに、後期高齢者医療特別会計についてです。保険基盤安定負担金の確定や保険料等負担

金が見込みを上回ったことにより、後期高齢者医療広域連合納付金を924万2,000円追加計上し

ました。 

　　　これに対応する歳入については、保険料及び一般会計繰入金をもって収支の均衡を図った次

第です。 

　　　次に、介護保険事業特別会計についてです。年度末における予算整理に伴う減額として、介

護保険事務一般行政経費264万円を減額するもので、これらに対応する歳入については、一般

会計繰入金をもって収支の均衡を図ったところです。 

　　　以上、今回の補正の概要について御説明申し上げました。 

　　　よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。　（降壇） 

○議長（山居忠彰君）　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより採決に入ります。 

　　　本案については、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第41号、議案第43号、及び議案第44号の３案件は原案のとおり可決されました。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第４、議案第42号　令和６年度士別市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第４号）を議題に供します。 

　　　提案者の説明を求めます。丸市民部長。 

○市民部長（丸　徹也君）（登壇）　ただいま議題となりました議案第42号　令和６年度士別市国

民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、その概要を御説明申し上げます。 

　　　本補正は、療養給付費の増加により療養事業費の予算に不足が生ずる見込みとなったことか

ら、1,793万円を追加計上しました。 
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　　　なお、これに要する財源については、道支出金をもって均衡を図った次第です。 

　　　よろしく御審議のほどお願い申し上げます。　（降壇） 

○議長（山居忠彰君）　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより採決に入ります。 

　　　本案については、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第42号は原案のとおり可決されました。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第５、議案第45号　令和６年度士別市病院事業会計補正予算

（第９号）を議題に供します。 

　　　提案者の説明を求めます。池田経営管理部長。 

○経営管理部長（池田　亨君）（登壇）　ただいま議題となりました議案第45号　令和６年度士別

市病院事業会計補正予算（第９号）について、その概要を御説明申し上げます。 

　　　先ほど、御審議の上、議決をいただきました議案第40号に関連して、医療事故の和解に伴い、

市立病院が患者遺族に対して支払う損害賠償金として、400万円を計上するものです。 

　　　なお、損害賠償金については、全国自治体病院協議会医師賠償責任保険から財源が全額補填

されるものです。 

　　　よろしく御審議のほどお願い申し上げます。　（降壇） 

○議長（山居忠彰君）　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより採決に入ります。 

　　　本案については、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第45号は原案のとおり可決されました。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第６、議案第５号　令和７年度士別市一般会計予算から議案第

21号　あさひサンライズホールの指定管理者の指定についてまでの17案件を一括議題に供しま

す。 

　　　予算決算常任委員長の報告を求めます。喜多武彦委員長。 

○予算決算常任委員長（喜多武彦君）（登壇）　ただいま議題となりました議案第５号　令和７年
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度士別市一般会計予算ほか各会計予算及び、関連議案についての審査経過と結果について、御

報告申し上げます。 

　　　去る３月６日の本会議において、令和７年度予算及び関連議案に関わる17案件について、予

算決算常任委員会に付託を受けました。 

　　　審査に当たりましては、３月 11日から13日までの３日間、渡辺市長をはじめ各担当部長な

どの協力を得ながら、慎重に審査を行いました。 

　　　歳入では、引き続き一般財源の確保は厳しい状況であり、歳出では、まちづくり総合計画の

着実な推進を念頭に、市民が豊かにいつまでも安心して暮らせるまちの実現と持続可能なまち

づくりを見据えた予算案が提案されました。 

　　　委員会では、予算が適正かつ効率的に編成されているか、市民の目線に立った必要な施策か

どうかなど各会計の款別審査及び予算関連議案の審査において、活発な議論が行われたところ

です。 

　　　審査の結果、議案第５号から議案第21号までの17案件は原案のとおり可決すべきものと決

定をいたしました。 

　　　以上で報告を終わります。　（降壇） 

○議長（山居忠彰君）　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより採決に入ります。 

　　　本案については、委員長の報告のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、議案第５号から議案第21号までの17案件は原案のとおり可決されました。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第７、報告第５号　文教厚生常任委員会の所管事務調査の報告

についてを議題に供します。 

　　　文教厚生常任委員長の報告を求めます。佐藤　正委員長。 

○文教厚生常任委員長（佐藤　正君）（登壇）　文教厚生常任委員会の所管事務調査について、そ

の概要を報告いたします。 

　　　令和７年３月10日に士別市小中学校適正配置計画について調査を実施いたしました。 

　　　本計画は、令和７年４月から６年間を計画期間として、本市の児童生徒数等の将来推計を見

据えながら学校の適正規模、適正配置の基本的な考え方を整理するためのものです。 

　　　本市には、現状６学級以上、11学級以下の小規模校が４校、１学級以上５学級以下の過小規

模校が６校という状況ですが、地域における学校の役割、精神的なつながりなどにも考慮して、

学校の必要性を検討する必要があると考えているとの説明がありました。 
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　　　委員からは、計画に分かりにくい部分が見受けられるため、もっと分かりやすく整理したほ

うがよいのではないか、検討委員会のメンバーに保護者世代や子育て世代をもっと取り入れる

べきではないか、パブコメの意見は反映できるのかなどの質疑がなされたところであります。 

　　　説明員からは委員会立ち上げから計画策定まで４か月という短い期間となってしまいました

が、今後も説明する場があれば、丁寧な説明を行っていきたい、市民に分かりやすい計画とな

るよう整理をし、４月から計画が動き出した後も改定、修正を行いながら進めていきたい、次

期検討委員については検討していきたい等の答弁があったところであります。 

　　　計画は４月から動き出すものではありますが、今後も市民、保護者に対して丁寧な周知に努

め、出された意見等を基に計画の改定、修正を行い、未来の子供たちの学習環境がよりよいも

のとなるよう望むものであります。 

　　　以上、文教厚生常任委員会の所管事務調査の報告といたします。 

○議長（山居忠彰君）　以上で、文教厚生常任委員会の所管事務調査の報告を終わることにいたし

ます。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　次に、日程第８、意見書案第１号　食料安全保障の強化に向けた次期基本

計画及び酪肉近の改訂を求める意見書についてを議題に供します。 

　　　本案については提案者の説明を省略いたします。 

　　　質疑に入ります。 

　　　御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　それでは、これより採決に入ります。 

　　　本案については、原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（山居忠彰君）　御異議なしと認めます。 

　　　よって、意見書案第１号は原案のとおり可決されました。 

　　──────────────────────────────────────── 

○議長（山居忠彰君）　以上で、本定例会に付議されました案件の審議は全部終了いたしました。 

　　　令和７年第１回定例会はこれをもって閉会いたします。 

　　　御苦労さまでした。 

（午前１０時２５分閉会） 
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